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大瀧詠一探究（ナイアガラ・ルーツ）コーナー展開



▼2013年12月30日、大瀧詠一永眠。 

この報せを聞き、CDレンタルを営む店として何もせずにはいられま

せんでした。それは同業他店においても同じだったと思います。

例えば、定番タイトルというか、基本在庫のアルバム「A LONG 

VACATION」がリリースされたのは1981年3月21日。彼がプロ

デュースしたシュガー・ベイブ（中心メンバーに山下達郎、大貫

妙子ほか）のデビューアルバム「SONGS」にいたっては、1975年リ

リースです。つまり、30年以上も店の経営を支えて来てくれた訳で、

感謝せずにはいられません。 

 
▼ナイアガラ・サウンド 

大瀧詠一といえば、「日本語ロック」を構築したバンド“はっぴいえ

んど”のメンバーというエポック・メイキングな存在でもありますが、

CDレンタル店とそのお客様にとっては、やはり、アルバム「A LONG 

VACATION」に代表される“ナイアガラ・サウンド”こそが“大瀧詠

一”の代名詞といえます。大瀧詠一が尊敬してやまない“ウォー

ル・オブ・サウンド”で有名な音楽プロデューサー、フィル・スペク

ターのレコードレーベルが、自身の名をもじった「フィレス」という名

前であったことから、これに倣い「大きい滝」＝“ナイアガラの滝”

＝「ナイアガラ・レコード」と名付けられたというエピソードが物語る

とおり、そのサウンド・ルーツの多くは60年代アメリカン・ポップスに

根差しています。 
 

▼大瀧詠一探究（ナイアガラ・ルーツ）コーナー展開 

そこで大瀧詠一が亡くなり、年が明けての2014年、彼への哀悼の意も込めて「“ナイアガラ・サウンド”のルーツを探

る」というテーマで、先述の60年代アメリカンポップスを中心に洋楽の名盤をセレクトいたしましたので、その写真をお

送りいたします。ここでは洋楽のロック/ポップ中心ではありますが、大瀧詠一の作り上げたサウンドアプローチはシティ

ポップなどのムーブメントを経て、"ジャンクフジヤマ"や"さらうんど"といった現在の新進気鋭な日本人アーティストたち

にも受継がれています。最後に、「大瀧詠一さん、沢山の名盤、名曲を残してくれて有り難う！」（全国のレンタル店

を代表して） 


